
 このたびの台風の被害について、心よりお見舞い申し上げます。 

 後片付け等ではケガや刺傷を負いやすく、小さな傷から時に重大な健康障害を引
き起こします。「破傷風」はそのような病気のひとつです。次のポイントに注意しましょう。 

～ をご存知ですか？ ～ 

岩手県 いわて感染制御支援チーム（ICAT） 
監修：岩手医科大学感染症対策室 

はしょうふう 

 １ 破傷風の原因は？ 
●泥や土の中にいる細菌「破傷風菌」でおこる感染症です。 
●この細菌は小さな傷口からでも体内に侵入します。 

 ２ 破傷風の症状は？ 
●この菌は感染すると毒素を出し、毒素で神経障害を起こします。 
●傷口の違和感、口がしびれる･開きにくい、首の後ろの緊張感 
  などから始まり、やがて全身のけいれんを起こすようになります。   

※ 手当てが遅れると重症になる場合もあるので注意！ 

 ４ もし、けがをしたら？ 
●破傷風菌は空気が嫌い。泥や土、異物を傷の奥まで洗う必要があります。 
●刺傷など深い傷は医師や看護師に相談し、十分消毒してもらいしましょう。 
●10年以内に破傷風ワクチンを受けているか、確認しましょう。 

※ 破傷風では、傷を強く圧迫するとより危険です。 

 ５ 傷や全身の異常に気付いたら？ 
●刺傷の周囲などの腫れや痛みは、速やかに治療を受けることが重要です。 
●避難中や後片付けの際にケガをしたなど、不安のある方は… 

→→→ 医師、看護師、保健師等に相談して下さい。 

 ３ 破傷風の潜伏期間は？ 
●破傷風の潜伏期間（感染してから症状が出るまでの期間）は 

  ３日から３週間程度です。迅速な消毒やワクチンが必要です。 
●傷を負った直後に症状がない場合でも油断は禁物！ 

※ 後片付けの際は、なるべく底の厚い靴を履きましょう。 



厚生労働省
被災した家屋での感染症対策
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00341.html

肌や目を痛めるため、
使用には十分な注意が必要です

消石灰の取扱いに注意

消石灰を素手で触ったり、目に入れないよう注意

消石灰は、アルカリ性であり、肌や目に触れると炎症を起こします。
特に、まいた消石灰が飛散して目に入ると、大変危険です。

目に入った場合、失明する恐れがあるため、すぐに大量の水で洗い
流し、医療機関を受診しましょう。

浸水した家屋を清掃される方へ

屋外※では消毒は原則不要です

清掃と乾燥が

最も重要です

※特に床下や庭など

感染症予防のためには


